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実施期間 １２月１日から１月１５日 

 標語 待ってます 元気なあなた 明るく迎える年末年始 

新年あけましておめでとうございます  

年頭のあいさつ 

一般社団法人  中野労働基準協会会長  半谷雅典  

（㈱前田鉄工所  代表取締役社長）

          

新年、明けましておめ

でとうございます。 

会員事業所の皆様にお

かれましては、お健やか

な新年を迎えられたこと

とお喜び申し上げます。 

昨年も数年前から続く新型コロナウイル

ス感染防止策が継続され、協会行事である

「各種イベントや各種講習会」は、人数を抑

制しながら可能な範囲で実施することがで

き、新たな年を迎えることができました。こ

れも一重に会員事業所、中野労働基準監督署

等の皆様からのご支援の賜物と深く感謝し

ております。 

さて、昨年は「第１３次労働災害防止推進

計画」が最終年でありましたが、９月から相

次いで死亡災害が多発し働く方の尊い命が

失われ、目標達成に至っておりません。これ

らは基本的な安全措置を怠ったものと考え

られ、もう一度、基本的安全措置の徹底と労

働災害防止や健康確保対策のため更なる安

全衛生意識の高揚が必要であると考えてお

ります。 

本年は、「第１４次労働災害防止推進計画」

の初年度を迎えますが、各事業所が労働災害

を減らし、安全で安心して働くことの出来る

環境づくりにお役に立てるよう、当協会の目

的である「会員企業の労務管理の改善、労働

災害の防止及び勤労者の福祉の増進、地域社

会・地域産業の発展」に努め、諸事業を進め

てまいりますので、一層のご支援、ご協力を

お願いいたします。 

 結びに、会員事業所の皆様にとって、この

一年が新たな発展と飛躍の年でありますよ

うお祈り申し上げ、年頭のあいさつとさせて

いただきます。 
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年頭のご挨拶 中野労働基準監督署  署長  西尾裕一朗  

新年、明けましておめ

でとうございます。一般

社団法人中野労働基準協

会の会員事業場の皆様に

おかれましては、旧年中

も中野労働基準監督署の

業務運営に対し、格別のご理解、ご協力を賜

りましたこと、厚く御礼申し上げます。 

昨年 11 月に始まりましたサッカーワール

ドカップでは、グループステージでの日本チ

ームの 2 度のジャイアントキリング、決勝ト

ーナメントでは念願のベスト 8まであと一歩

等大いに沸きました。新型コロナ等の世情か

ら何かと暗鬱とした社会に、久しぶりの明る

いニュースだったと存じます。今年もこのよ

うな明るい事柄が続くことを切望するとこ

ろです。 

私ども労働基準行政では、今年 2023 年は

第 14 次労働災害防止推進計画のスタート年

となります。11 月に労働政策審議会へ示され

た素案段階ではありますが、若干ご紹介しま

す。 

労働災害を少しでも減らし、労働者が安全

で健康に働くことができる職場環境の実現

に向け計画が目指す社会では、全ての関係者

がそれぞれの責任を認識し、次の点を踏まえ

て真摯に取り組むことが必要とされていま

す。 

1.  安全衛生対策はウィズ・ポストコロナ

を見据え、DX を積極的に活用し、就業

形態の変化、労使ニーズや価値観の多

様化に対応するものとすること。 

2.  「費用としての人件費から、資産とし

ての人的投資」への変革が掲げられる

など、労働者の安全衛生対策が経営戦

略の観点からも重要性を増し、加えて、

人材確保の観点からもプラスになるこ

とが知られ始める中、これに積極的に

取り組む事業者が社会的に評価される

環境を醸成すること。 

3.  事業場の規模、雇用形態や年齢にかか

わらず、どのような働き方においても、

「ウェルビーイング」（※）の確保を前

提として、多様な形態で働く一人一人

が潜在力を十分に発揮できる社会を実

現すること。 

（※） SDGｓ（持続可能な開発目標）３  あらゆ

る年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、福

祉を促進する。 

そして具体的な取り組みでは、転倒等の行

動災害防止や高年齢労働者対策の強化、災害

情報の分析・効果的な周知なども掲げられて

います。 

さて、このような大きな節目を前にしての

労働災害の現状ですが、当署管内、令和４年

11 月末の速報値で、死亡者が 2 人（前年比 1

人増）、休業 4 日以上の死傷者が 199 人（前

年比 9 人、4.7％増）となりました。 

死亡労働災害は令和 3 年 3 月以来の発生と

なりましたが 10 月、11 月と続けて発生しま

した。また、出張作業中や事業主の被災とい

うことで統計数値には反映されていません

が、9 月末以降、他にも 3 人の方が管内の産

業活動の場で亡くなられ、これらもきっかけ

となり長野県内に死亡災害緊急警報を発令

させていただくことともなりました。 

また、休業 4 日以上の死傷者数も直近 10

年で最多を記録する中、今シーズンも転倒等

冬季労働災害の発生リスクが高くなる時期

を迎えております。 

中野労働基準監督署では、誰もが安心して

働ける信州のために、「労災による死亡者を、

悲しみをゼロに」を合言葉として労働災害防

止を始め、働き方改革の前提とも言える労働

条件の確保・改善や長時間労働の是正、セイ

フティーネットである労災保険の適正・迅速

な給付等の労働基準行政の各種行政課題に
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鋭意取り組んでまいりますので、引き続きご

理解・ご協力をお願い申し上げます。 

結びに、世界的なパンデミックを経て、社

会情勢はめまぐるしく変化しておりますが、

日本国内、停滞を続けた時代からの脱却に向

け、絶好の機会との声も聞かれ、今年の干支、

癸卯のイメージにも重なるところです。皆様

にとりまして本年が新たな成長と発展に向

かう良い年となりますことをご祈念申し上

げまして年頭のご挨拶とさせていただきま

す。 

中野労働基準監督署からのお知らせ  問合せ電話：０２６９-２２-２１０５  
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